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研究成果の概要（和文）：（1）ATFLの性状を超音波画像診断装置にて観察し，関節運動テスタを用いて足関節
前方変位量を測定した。その結果，CAI群ではATFLの異常が多く，健常群と比較して足関節前方変位量が大きか
った。一方，Coper群とCAI群で足関節前方変位量に有意差は認めず，疼痛や不安定感と足関節前方変位量に有意
な相関は認めなかった。
（2）膝関節伸展位および屈曲位で，足関節を受動背屈した際の足関節底屈筋群の静的筋弾性を測定した。その
結果，ATFL損傷群は非損傷群と比較して足関節背屈20度におけるヒラメ筋の弾性率が有意に低かった。

研究成果の概要（英文）：(1) The characteristics of ATFL were observed with an ultrasound imaging 
device, and the amount of ankle joint forward displacement was measured with a joint motion tester. 
The results showed that the CAI group had more abnormal ATFLs and a greater amount of ankle joint 
forward displacement than the normal group. On the other hand, there was no significant difference 
in ankle joint displacement between the Coper and CAI groups, and there was no significant 
correlation between pain and instability and ankle joint displacement.
(2) Static muscle elasticity of the plantar flexor muscles of the ankle joint was measured during 
passive dorsiflexion of the ankle joint in the knee joint extension and flexion positions. The 
results showed that the elastic modulus of the soleus muscle in 20 degrees of ankle dorsiflexion was
 significantly lower in the ATFL-injured group than in the non-injured group.

研究分野： リハビリテーション科学

キーワード： 理学療法　足関節捻挫

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果は，現時点においても十分に解明されていない足関節捻挫を繰り返してしまう原因解明の一助とな
り得る。足関節捻挫は受傷時に損傷した組織が明らかとされないまま治療が進められてきたことが再発の要因と
考えられるが，本研究によって足関節捻挫を繰り返している患者では，前距腓靱帯損傷を認める例が多く，前距
腓靱帯損傷を認める患者では足関節前方不安定性やヒラメ筋の筋弾性に異常を認めることが明らかとなった。一
方で前距腓靱帯損傷は患者の疼痛や不安定感に関連しないことも明らかとなった。これらの結果は，より効率的
な足関節捻挫治療の考案の基礎的資料となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

足関節捻挫は再発率の高い外傷であり，繰り返すことで後遺症が生じる（Kobayashi 2014, 

Foot Ankle Spec）。足関節捻挫の後遺症は慢性足関節不安定症（chronic ankle instability; 

CAI）と定義され，手術を要する例も多い。足関節捻挫に係る経済的・社会的コスト削減のため

にも，CAI の病態解明は重要な課題である。CAI は靭帯損傷などによる構造的な関節不安定性

（mechanical instability）と筋機能やバランス能力の低下による機能的な関節不安定性

（functional instability）が関連して足関節捻挫を繰り返す病態とされる（Hertel 2002, J 

Athl Train）。なかでも，リハビリテーション分野では『筋機能の異常』が注目される。筋機能

はリハビリテーションで介入可能であり，その一部を担う筋力や神経筋制御の改善は，バランス

能力や固有受容感覚など他の機能的な関節不安定性の構成要素にも影響を与える。そのため，

CAI における筋機能の改善は，足関節捻挫の再発予防の観点から重要な要素である。 

 一方，CAI の包括的な病態解明には，靱帯損傷などによる構造的な関節不安定性の影響は無視

できない。足関節捻挫では，足関節外側にある前距腓靭帯や踵腓靭帯が損傷しやすいことは周知

の事実であり，これらの靱帯の損傷が構造的な関節不安定性を生じさせ，捻挫再発の一因になる

とされる。近年，超音波診断装置を用いた非侵襲的な靭帯の評価が可能となり，CAI に対する前

距腓靱帯や踵腓靱帯の評価も行われているが，構造的な関節不安定性の有無が筋力・筋活動・筋

弾性といった筋機能に及ぼす影響は不明であった。 

 

２．研究の目的 

 本研究は，①慢性足関節不安定症における構造的な関節不安定性はどの程度存在するのかを

明らかにすること，②構造的な関節不安定性の有無で安静時の筋弾性は異なるかを明らかにす

ること，の二点を主な目的とした。 

 

３．研究の方法 

① 成人大学生 426 名 852 足を対象に，International Ankle Consortium の推奨基準をもとに

健常群 34名・Coper 群 49 名・CAI 群 39 名をリクルートした。1名の検者が前距腓靱帯（anterior 

talofibular ligament; ATFL）の性状を超音波画像診断装置にて観察し，capacitance-type 

sensor device を用いた関節運動テスタ（ATメジャー, AimedicMMT）を用いて足関節前方引き出

しテスト時の足関節前方変位量を 5 回測定し，平均値を算出した。また，ATFL 損傷と CAI にお

ける症状（疼痛・不安定感）の関連性を調査するため，Cumberland Ankle Instability Tool（CAIT）

を用いて，Coper 群・CAI 群の疼痛・不安定感を調査した。 

 ② International Ankle Consortium の推奨基準をもとにリクルートした CAI 患者 20 名を

ATFL 損傷群 11名と非損傷群 9名に分類した。等速性筋力測定機器（Biodex）を用いて，膝関節



伸展位および屈曲 50度位で，足関節底屈 40度から背屈 20度まで受動背屈（2°/s）した際の足

関節底屈筋群（腓腹筋内外側頭・ヒラメ筋・長腓骨筋）の静的筋弾性を超音波剪断波エラストグ

ラフィ装置（Aixplorer Ver. 6 and SL10-2, Supersonic Imagine）にて測定した。 

 

４．研究成果 

 ① CAI 群では ATFL の異常の割合が多く，健常群と比較して足関節前方変位量が大きかった。

一方，Coper 群と CAI 群で足関節前方変位量に有意差は認めなかった。また，疼痛や不安定感

（CAIT スコア）と足関節前方変位量に有意な相関は認めなかった。CAI では ATFL 損傷例が多く，

足関節前方不安定性を有しているものの，ATFL 損傷および足関節前方不安定性と疼痛や不安定

感の関連は少ないことがわかった。 

 

 ② ATFL 損傷群は非損傷群と比較して足関節背屈 20 度におけるヒラメ筋の弾性率が有意に低

かった。ATFL 損傷によって生じる足関節前方不安定性が足関節背屈時のヒラメ筋弾性に影響を

及ぼしている可能性が示唆された。 
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